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Abstract

There cxist some differenccs between the North and the South Korcan orthography since
1948.Howevet both orthographies have their common origin in 1933.It was devised on the
morph phonological principle.The North Korean government implemented four orthography
reforms successively in 1948, 1954, 1966,and 1988. Some concludes the main reason why
linguistic divergcnce bet,cen North and South Korea occurred to be these reforms.But this
is nothing but a hasty conclusion. Complex● orph phonology is a characteristic of Korean
language.sounds of Chinese characters in both orthOgraphies are being treated differently in
both countries. The former morph phonology is stricter than the latter in treating
Anlautgesetz, thc law of initial sounds of Chinese characters. Despite of these differenccs,

both have no diFlculties in communicating.

は じめに

IT大国を自負する大韓民国 (以下、韓国)で、戸籍簿がネットワーク化された。作

業がすすむなか、大法院
1)は 2004年 11月 、人名表記が『ハングル正書法』 (『せ詈

貴子咽[hang‖ mlrum7pDpl』、文教部告示第88‐ 1号、1989年 3月 1日施行)に準拠

しなければならないことを再確認 した。

大法院はすでに 1996年 10月 、戸籍例規第 499号 を改訂 し、漢字姓のハングルによ

る記載には、『ハングル正書法』にさだめられた語頭音法則にしたがわねばならないと

する、戸籍例規第 520号 を発表 していた。ところが、戸籍簿のネ ットワーク化がいざ

進行 してみると、これに異議をとなえる人びとから問いあわせがあいついだため、大

法院はあらためて、人名表記が『 ハングル正書法』にもとづくことを強調 しなければ
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ならなくなったのである。            '

柳姓をもつ人びとの反発は、なかでもきわだつていた。かれ らの不満は、戸籍ネッ

トワーク化の過程で、本来旱[可 uI]と つづられるべきかれ らの姓が、本人の意志にかか

わりなく、一方的に♀uu:]と かきかえられたことにある。柳、劉、金、庚といつた韓

国人の姓は、『ハングル正書法』にしたがうと、ひとしく♀とかかれてしまう。

旅券のローマ字表記には Ryuを許容しておきながら、ハングル表記だけを問題にす

るのは理不尽だというのが、かれらのいい分であつた。先祖代々うけつがれてきた、

かけがえのない姓を国家が恣意的にかきかえるよう強要するのは、基本的権利の侵害

にあたるとの意見もだされた
2)。
柳氏には著名な文人を輩出した、いわゆる名門が多

い。文化柳氏宗親会は、固有名詞である姓に語頭音法則 を適用す ることが、そもそも

のまちがいであり、戸籍例規の改正を実現するまで、たたかいぬくことを宣言 した。

語頭音法則により問題 となる姓は、柳氏のほかにも、羅、梁、呂、廉、虚、魯、陸、

李、林がある。こうした姓をもつ人び との数は、韓国国内だけでも 1千万人にちかく、

人口のほぼ 4分の 1に相当する。朝鮮民主主義人民共和国 (以下、北朝鮮
3))も
ふ く

めれば、その数はさらにふえる。

ただし、北朝鮮に居住する柳氏たちは、おそらく、韓国にすむ同族の柳氏たちのよ

うな不満を口にすることはないであろう。北朝鮮の正書法をさだめた『朝鮮語規範集』

(『三社せ予増召[げoSDnmal町 ubDtttipl』 、1988年 )が 、そもそもこの語頭音法則を

みとめていないからである。ほんのわずかな期間をのぞいて、北朝鮮では一貫して、

表記における語頭音法則が無視されつづけてきた。朝鮮半島において、柳という漢字

姓は、いまのところ、原則的に、北朝鮮では早/可 uX/、 韓国では♀ノjux/と つづられる

のである。

2.朝 鮮語の語頭音法則と表記の問題

語頭音法則とは、語頭位置で発音される音にくわわる制約である 4)。 語頭は、語末

にくらべると、子音を発音しやすい位置である。語頭位置で制限をうける子音の数は、

比較的す くない。 しか し、語頭位置で鼻音、流音などの発音をさけるという現象が、

いくつかの言語にみとめられ、例として言語類型としてのアルタイ諸語があげられる。

朝鮮語は典型的なアルタイ型である。
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朝鮮語の流音 /r/と 鼻音/n/は 、語中では生起しえるが、語頭では制約をうける。こ

うした制約をうける語は、おおむね漢字語にかぎられる。たとえば、地理、理念、念

願といつた漢字語を、韓国では、パ J[ザ iri]、 q増 [injDm]、 嘔毬UDmWDn15)と 表記 し、

発音 している。つまり、「理」、「念」といった漢字は語頭と語中で、ふたとお りに発音

され、表記されるのである。語頭で日蓋化 した流音 /r/と 鼻音/n/は 、黙音化するので

ある
6)。

念理

。l[i]

■[ril

(語頭 )

(語 中)

増[jDm] (語頭 )

増[nj3mi (語 中)

一方、北朝鮮では表記に語頭音法則を反映させないことを原則 としているので、地

理、理念、念願は、ヨJ[ザiri]、 ■唱 [rinjDm]、 増担[njDmWDn]と い うふ うにつづられ、

発音される。「理」と「念」という漢字のハングル表記 7)は、語頭であれ語中であれ、

■/ri/、 唱/njDm/と い うふ うに、一定である。造語素としても機能する漢字の廃止を

前提としたうえで、とられた措置である。

漢字語頭音に限定 していえば、北朝鮮は形を、韓国は音を優先する正書法を採用 し

たことになる。おなじ朝鮮語を表記するにもかかわらず、いくつかの差異がみられる、

『朝鮮語規範集』 (1988年 )と『ハングル正書法』 (1989年 )は、 しかし、『朝鮮語綴

字法統一案』 (1933年 、以下、『統一案』)を共通の母体としている。この『 統一案』は、

表音主義の旧綴字法に対 して、形態主義にもとづく点が画期的であった
8)。
民間の研

究団体であった朝鮮語学会の考案 した綴字法が、北朝鮮 と韓国における正書法の基礎

となったのである。

つぎの文は『 統一案』が発表されるまえの 1931年 10月 29日 、『 東亜日報』紙に掲

載された記事の一部である。

Ч4斗 三
=4011冽

1讐 ■月嘔斗 を利嘔。l。}子 せ刀1督 ス|ヨ Ol哄 合J■ .

(女子と労働者には政治面と経済面がまったく関係なくなっています)

これを『統一案』(1933年 )、 および現行の『ハングル正書法』(1989年)に準拠し
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てかきなおすと、つぎのとおりである。

q4斗 工
=Xl‐
到刻ヒ ■月嘔■ ■剌嘔Ol。}子 ■刻鉄。1ヨ Ol蛾告」■.

」対と朝Xl・ (女子)、 三
=4と
二
=4(労
働者)か らわかるように、前者の旧綴字法

によるつづりでは、それぞれ語頭音法則が表記に反映されていない。北朝鮮の現行『規

範集』とおなじ表記となつている。増劉と銀Ol、 哄告」EIと 鍬舎■■の異同は、それ

ぞれの後者が用言の語幹と語尾を一定させようとしたため生じたものである。複雑な

形態音韻論的交替を特徴とする朝鮮語用言の活用を整然とした体系にまとめるための

配慮である。

督バ/叡 qは [DXp∫ i]、 その終止形は[D:ptalと 発音される (― iと ―taは それぞれの語

尾)。 ふるくは増バ、嗜LIと かかれていたが、『統一案』では語幹と語尾を明確に区分

するため、実際には発音されないこともある子音字入/s/を 音節末にくわえて、餞■、

銀。1と かく。これにより、語幹 (銀―)と 語尾 (―■、―Ol)と が一定につづられるよう

になった。発音どお りの表音ではなく、語の文法的形態をきわだたせるためのひ と工

夫である。『統一案』とその改訂版であるところの『ハングル正書法』は難解にすぎる

との不評を一部でかこつているけれども、文の読解には重宝な綴字法である。

朝鮮語学会は形態主義を綴字法の原則とさだめて、審議をかさねた。会員たちは形

態主義表記こそ、『 統一案』が従来の綴字法にぬきんでた特色であると自負もしていた。

しかし、こと語頭音に関するかぎり、それは表音主義に妥協している。『 統一案』「総

論」はその弁明ともうけとれる。

ハングル綴字法は標準語をその音どお り記すが、語法にあわせることをもつて原

則とする (傍点、筆者 )9)。

『 統一案』は語頭音表記における表音主義、用言と格の表記における形態主義を折

衷して考案されたのである。

3.韓 国と北朝鮮 における表記改革

朝鮮語学会は 1945年 以降もソウルを拠点とし、1949年、ハングル学会と名称を変更

した。同学会の尽力により、『統一案』は韓国に普及した。李承晩 (1875-1965)大統
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領が突然、表音的な旧綴字法への復古を方針にかかげ、『ハングル簡素化法案』 (1954

年)が作成されはしたものの、それは国民一般の支持をえられず、廃案においこまれ

た。『統一案』は国民に受容されつつあつた。

『ハングル正書法』 (1989年 )が告示されるまで、『統一案』は事実上、韓国の正書

法であった。『ハングル正書法』は厳密な意味で、建国以来はじめての正書法というこ

とになるけれども、内容は『統二案』の部分的修正にすぎない。

一方、北朝鮮を活動の拠点にえらんだ元朝鮮語学会会員たちも、後進をそだてなが

ら、表記改革をすすめた。北朝鮮でも 1945年から数年間は、『統一案』が準用されて

いた。しかし、『朝鮮語新綴字法』
1°)(1948年

、以下、『新綴宇法』)が発表され、朝

鮮半島における表記の統一がくずれはじめる。

表記改革の拠点は朝鮮語文研究会であった。同研究会は 1946年 7月 、北朝鮮臨時人

民委員会教育局の後援で、民間団体として発足した。1947年 2月 、同委員会決定第 175

号による改編にともない、設立されてまもない金日成綜合大学に本部をうつして、文

法、綴宇法、漢字処理などの問題について審議をかさねた。政府樹立後、内閣決定第

10号により、教育省に移管された。

朝鮮語文研究会は『 朝鮮語研究』
H)を
発行した。ソビエ ト言語学理論の紹介、ハン

グル専用、古典注釈、方言研究などの論文が同誌に掲載された。同誌は学術誌である

と同時に、朝鮮語文研究会がすすめていた表記改革の到達点である、『朝鮮語新綴字法』

を普及させるための媒体でもあつた。ながいあいだ韓国では、専門家でさえ、この『新

綴字法』を知るものがなかった。中華人民共和国との国交成立 (1992年)後、同国の

朝鮮族を介して、はじめて韓国人研究者たちに知られるようになったものである
12)。

『新綴字法』は『統一案』の形態主義をさらに徹底 させた表記法である。『 新綴字法』

の策定を主導 したとされるのは、最高人民会議常任委員会委員長をつとめ、形式上の

国家元首の座にあつた、朝鮮語学者金科奉 (1889-1961?)で ある。しかし、かれの具

体的な関与については、不明な点が多い。

『 新綴字法』は語頭音法則の廃棄はもちろんのこと、形態を固定するための 6字母

をあらたに追加するなど、従来の表記からあまりに逸脱 しすぎたためか、実際に使用

された形跡はほとんどない。かれの政治的失脚 (1958年 )が かさなり、北朝鮮ではそ

れが言及されることす らなくなっている。李承晩と金科奉とい うふたりの国家元首が、

ほぼ時をおな じくして提案 した綴字法案は、ハングル表記史のなかの、あだ花となつ
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てしまった。

北朝鮮で実用された最初の正書法は『朝鮮語綴字法』(1954年 )である。金科奉が失

脚する4年 まえに、かれが主導したとされる『新綴字法』は、すでに過去のものとさ

れていたことになる。実用された形跡がほとんどないため、韓国と北朝鮮の表記法が

乖離した起点はこの『朝鮮語綴宇法』にあると、ながらく信じられてきた。

北朝鮮の正書法はその後、内閣直属国語査定委員会編纂『朝鮮語規範集』(1966年 )、『朝

鮮語規範集 (改訂版)』 (1988年 )と つづき、今日にいたつている。『統一案』を準用した

期間をのぞけば、北朝鮮では語頭音法則が一貫して無視されつづけた。

4.北朝鮮 と韓国における語頭音法則

北朝鮮で語頭音法則が表記に反映されなかつた原因のひとつに、西北 (平安道)方

言と東北 (咸覚道)方言の話者が、語頭の流音/r/と 鼻音ノnノ を比較的自由に発音でき

る事実をあげることができるだろう。小倉進平 (1882-1944)の調査によれば、/njD/、

/nje/が語頭にくるとき、京城 (現在、ソウル)地方では日D]、 日elと 発音されるのに対

して、西北地方ではおおむねinD]、 [nelと なり、語頭の[rilも 発音されている
13)。

くわえて、語頭音法則の廃棄をいちはやく主張した金壽卿 (1917-99?)に よるとこ

ろが大きいとおもわれる。かれは金科奉を補佐して、この時期の綴字法改革を実質的

に指導したとされている。1947年 6月 、金壽卿は労働党機関紙『労働新聞』に『統一

案』を批判する論文を執筆して、漢字語における語頭音法則廃棄の理論的根拠を展開

した
14).

かれは漢字が撤廃され、ハングル専用となつても、漢字音はつねにおなじく表示さ

れるべきだという。漢字をしらない人にとつて、「物理学」(詈 J■ )をおしえる「理

学部」は、。1■早/i― hak― pu/と 表記されるより、■■早/ri二 hak― pu/と 表記されたほ

うが断然、意味がわかりやすい。「理」は語頭でも語中でも■とかかれ、[rilと 発音さ

れるべきだとかれは主張した。

朝鮮語学会『統一案』は外来語の語頭表記に/r/をみとめながら、やはり外来
の文字

である漢字の語頭音表記には/r/をみとめないという矛盾をおかしている。世界
の大多

数の民族が語頭音の/r/と /n/を 自由に発音できるように、朝鮮人民にもそれ
が可能で

ある。かれは、むかしから朝鮮人が訓民正音の半切表を、[na― njal[n。
¬njDl、
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[ra―可al[rD― 可D]と 復誦 しなが ら記憶 してきた習慣を論拠 とした。 この金壽卿論文 と語

頭音法則廃棄の因果関係に関 して、詳細な点は不明であるものの、事実 として北朝鮮

では、『新綴字法』以来、『朝鮮語規範集』にいたるまで、語頭音法則は正書法に一度

も採用されなかった。

一方、おなじ時期の韓国では、国語教育をとおして、語頭音法則の定着がはかられ

ていた。一例 として、鄭寅承 (1897-1986)が 執筆した『標準中等せ暑』 (1949年 )が

あげられる。それは文教部認定教科書として、教師用参考書とともに版をかさねた。

その 15ページに語頭音法則を解説 した個所がある
15)。

語頭では、 (1)己 [r]、 (2)0[り ]、 (3)口 蓋音化 したしIn]を発音しないという原

則の記述につづいて、「到嗜 (llA楽 )」 の「■ (楽 )」 /rak/と 、「■■ (楽観 )」 の「叶

(楽 )」 /nak/を 区別 して発音するよう解説 してある。さらには、外来語の「■■■ (ラ

ジオ )」 、「十▲ (ニ ュース)」 をも、語頭音法則を忠実にまもって、InadiO]、 日u:silと

よませるよう、練習問題までのせるという念のいれようである。 しかし、漢字音はと

もかく、外来語にまで語頭音法則を適用 して教育するとい うのは、いささか強引であ

つた。現在、韓国人の圧倒的多数は、外来語の語頭で、難なく流音、鼻音を発音 して

いる
16)。

興味ぶかいことに、『統一案』 (1933年 )は頭音法則を説明 しつつ、しかし「法則」

とい う語句は一度もつかつてはいない。第 4章第 2節で、「法則」とい う語はつかわな

いまま、漢字語頭音の発音について解説 してあるにとどまる。ところが、『ハングル正

書法』 (1989年 )の ほうは、第 3章第 5節で「頭音法貝1」 が 5回登場する。少々うがち

すぎかもしれないが、語頭音法則が韓国で動揺 しているという事実が、『 ハングル正書

法』における、法貝1の強調につながったのかもしれない。

言語変化に対 して人はとかく保守的である。外来語の導入によつて、[Si]、 [ti]、 [tul

が日本語のなかに定着しているにもかかわらず、「外来語の使用は仕方ないが、外来音の

音素化には慎重でなければならない」と警戒する専門家がある
17)。
かれがいうとおり、

外来語の氾濫によつて、「伝統ある日本語の五十音図」の体系はくずれてしま うかもし

れないけれ ども、だからといつて、それによつて「日本語の本質」がそこなわれてしま

うと心配するのは杞憂とい うものだろう。

現在、語頭音法則から「逸脱」 して、朝鮮語の語頭に/r/と /n/が 生起 しえるのは、

それ らがいわば「音韻体系のすきま」
18)で
ぁるからだ。語中では/r/も /n/も 発音されて
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いて、語頭では、使用上の制約をともないつつ、実際には発音 されているにもかかわ

らず、しか し語頭音としては公認 されていないとい うだけのことである。ここは金壽

卿にならつて、つぎのように考えるべきであろう。「法則が事実に対 して命令するので

はなく、まず事実があつて、そのあとに法則が続くのである」
19)と
。

5.む すびに

朝鮮語が韓国と北朝鮮のあいだで異質化 しているという議論において、語頭の流音

と鼻音の問題は、韓国人にとつてとくに違和感を感 じさせる要素として認識されてき

た。韓国では、この異質化の原因を北朝鮮の言語政策に帰するむきがある
20).

しかし、北朝鮮の言語政策をひたすら否定的にみようとする一方的な見解はいまや

過去のものとなりつつある。たとえば、高 (1999)は韓国と北朝鮮の言語や表記の間

題に、異質的な側面よりは、むしろ同質的な側面を多くよみとつている
21)。

最近では、戸籍簿のネットワーク化を契機に噴出した、柳氏たちの不満にみられる

ように、韓国における語頭音法則そのものを否定す る主張 もあ らわれてい る。

呂 (2006)22)に よると、韓国の語頭音法則こそ、南北間言語異質化の元凶とい うこと

になる。

『ハングル正書法』 も『朝鮮語規範集』も形態音韻論的な表記に重点がおかれて
い

るが、厳密な意味では、どちらも形態主義的でもあり表音主義的でもある。語頭音を

めぐる処理では、後者がより形態主義的であるというにすぎない
23)。

表記において、発音 どおり表音するという要請 と、素材の形態を一定させるという

要請とは両立がきわめてむずかしい。 くわえて、正書法の問題は研究される
べき側面

と決定されるべき側面 とをあわせもつ。それゆえ、文字をめぐる議論には、おわ りが

ないのである。

注

1)日 本の最高裁判所に相当する。
2)『 嘔■〒ム (聯合ニュース)』 2004年 H月 9日 。
3)1948年以降、朝鮮半島には、南半部に大韓民国 (同年 8月 15日 建国)、 北半部
に朝鮮民主主義人民共和国 (同年 9月 9日 建国)が存在す る。理念上はともか く、

実体 としては「北韓国」も「南朝鮮」も存在 しない。 したがつて
「北朝鮮」とは

そもそも奇妙な表現である。大韓民国を「韓国」とよぶ ように、朝鮮民主主義人
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12)

民共和国のほ うも「朝鮮」 と省略 したほ うが理にかなっているだろ う。 しか し、
王朝時代や植民地時代の「朝鮮」と混同 されないよう、本稿では慣用に したがい、
「北朝鮮」をもちいることにす る。
4)『言語学大事典』(1996:572… 3)参照。
5)。
1増 (理念)と 増赳 (念願)の発音は、ただしくは[i:njDm]、 [jDImWDnlで ある。
「理」と「念」は語頭で長音化するのであるが、論点をしばるため、短母音とし
た。ちなみに、老・壮年層をのぞいて、母音の長短は音韻論的対立をうしないつ
つある。
6)口 蓋化 しない語頭の流音/r/は /n/と なる (労働 二

=inodOり
]、 慰労 劇二 [wirol)。

語頭音法則を韓国、北朝鮮では、子
=嗜
月[tuimbDprik](頭 音法則)と 称 して

いる。
7)現在、北朝鮮では「ハングル」という語はもちいられなくなっている。かわりに、
二社詈[JOSDngill(朝 鮮文字)が つかわれている。「ハン」が韓国の[han]を 連想
させるためであろうとおもわれる。北朝鮮で韓国はあくまでも「南朝鮮」であり、

おなじく韓国で北朝鮮はあくまでも「北韓」である。しかし、北朝鮮建国初期の

文献には、「ハングル」が頻繁にもちいられていた。現在、「ハングル」は死語と

して辞書に立項されている。『 朝鮮語辞典』(1981)の 語釈はつぎのとお りである。

「ハングル」 [名 ]《わが国の文字》という意味でつかわれていた語 (傍点、筆者 )。
8)朝鮮語学会については三ツ丼 (2005)第 2編第 2章、参照。
9)朝鮮語学会 (1933)、 1頁。
10)高 (2001)に収録。
11)高 (2000)に収録。『 新綴字法』は、金 (1997)、 熊谷 (2000)、 コ (2001)、   高
(1999)、 李 (2005)が論じている。
その結果、北朝鮮の綴字法を論 じた研究書は改訂を余儀なくされている。たとえ

ば、金 (1997)、 高 (1999)。

月ヽ倉 (1944)、 257-260頁 。
熊谷 (2000)に 全文が翻訳、紹介されている (23-45頁 )。 く資料紹介>金壽卿「朝
鮮語学会『ハングル綴字法統一案』の中で改正すべき幾つかの点 その一 漢字
音表記における語頭 rお よび nについて」。なお、4電 ■・■告ユ編 (1996年 )
の奥付に、「審査 博± 7J十宥」との記述があるが、この4キ をは金壽卿 と同一
人物である可能性がたかい。ガヽ林 (1977)所 収の「白いハ ト」、「教え子」に金壽

卿に関す る記述がある。

鄭 (1949)。

國立國語研究院 (2002)、 27頁。
小泉 (1989)、 19-20頁。
小松 (1981)、 148頁。

熊谷  (2000)、  43頁。
たとえば、LEE(1990)、 Yeon(2006)。

高 (1999)、 H7頁。
呂 (2006)。

用言活用では『ハングル正書法』のほうが『朝鮮語規範集』よりも形態主義の原

則を固守している。
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